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今号の表紙
　今年も市内各地区で夏祭りが行われました。表紙は泉地区（関連記事を11ページ
に掲載）。
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☎　電話番号　F　ファックス番号　

地
震
に
備
え
る

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」で
す

地震に備えて日頃から対策

家具類の転倒・落下防止

非常用品を備えておく

□転倒防止金具などで固定し、倒れにくく
する

□サイドボード、食器戸棚、窓などのガラ
スが飛散しないよう、フィルムを貼る

□本棚などは、重いものを下の方に収納し、
重心を低くする

□棚やタンスなどの高いところに危険な物
を載せない

□食器棚のガラス製品が転倒したり滑り出
したりしないよう防止枠などを設ける

問
い
合
わ
せ
先　

安
全
安
心
課
消
防
防
災
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３

10 10
100 100
100 500

健康
保険証

非常用品

+

救急箱

　
９
月
１
日
は
、
１
９
２
３
年（
大
正
12
年
）に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
で
も
あ
り
、
例
年

こ
の
日
の
前
後
は
、
台
風
の
襲
来
が
多
い
と
さ
れ
る
２
１
０
日
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、「
災

害
へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
」と
の
戒
め
も
込
め
ら
れ
、
１
９
６
０
年（
昭
和
35
年
）に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
で
は
平
成
17
年
３
月
20
日
、
福
岡
県
西
方
沖
地
震
が
発
生
し
、
負
傷
者
や
建
物
被
害
が
多

数
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
４
月
14
日
、
16
日
に
は
熊
本
県
で
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
、
本
市
に
お
い
て
も
震
度
４
を
観
測
し
ま
し
た
。

　
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
災
害
に
つ
い
て
の
認
識
を
深

め
、
災
害
へ
の
備
え
を
怠
ら
ず
、
日
頃
か
ら
家
族
や
地
域
で
災
害
か
ら
身
を
守
る
方
法
、
安
全

対
策
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□非常持ち出し品（両手が使えるリュックサックな
どにまとめて、目につきやすい所に置いておく）

　飲料水、携帯ラジオ、衣類、履物、食料品、マッチや
ライター、貴重品、懐中電灯、救急セット、筆記用具、
雨具（防寒具）、ティッシュなど生活に欠かせない用品

□非常備蓄品
飲料水（１人当たり３リットルを３日分）、食料（ア
ルファ米、乾パン、レトルト食品、缶詰、インス
タント食品など）、生活用品（食器、コップ、ドラ
イシャンプー、簡易トイレ）、救出用機材（のこぎ
り、ジャッキ、バール、ロープ）
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グラッときたら

地震直後の行動

地震が収まってからの行動　※引き続き余震に注意

地震時の行動

□火を使っているとき
は、揺れが収まった
ら、慌てずに火の始末
をする

□出火したときは、落
ち着いて消火する

□揺れが収まったとき
に、避難できるよう
出口を確保する

□ラジオやテレビなど
で正しい情報を収集
する

□避難が必要なときは、
電気ブレーカーを切
り、ガスの元栓を閉
める

□玄関の内側に行き先
を記したメモを貼っ
ておく

□原則、徒歩で避難する

□わが家の安全を確認
後、隣近所の人の安
否を確認する

□倒壊家屋や家具の下
敷きになった人を協
力して救出・救護す
る

□瓦、窓ガラス、看板な
どが落ちてくること
があるので、慌てて
外に飛び出さない

□屋外で揺れを感じた
ら、ブロック塀などに
近寄らない

□屋内で転倒、落下し
た家具類やガラスの
破片などでケガをし
ないよう注意する

□机などの下に隠れ、揺
れが収まるのを待つ

地震そのとき！（まずは身の安全を確保）

○
○
に

　い
ま
す
。

入
切

入
切

入
切 入

切入
切

ドン
　ドン
ドン
　ドン

◯◯さん！

無事ですか！？

カチッカチッ

グ
ラ

グ
ラ
ッ

　

市
報
９
月
15
日
号（
次
号
）と
一
緒
に「
春
日
市
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
保
存
版
）」を

配
布
し
ま
す
の
で
、
家
族
の
皆
さ
ん
で
も
う
一
度
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
今
年

度
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
11
月（
浸
水
）と
平
成
29
年
１
月（
地
震
）に
配
布
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
収
納
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ま
と
め
て
目
に
つ
く
場
所
へ
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
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自分たちのまちは、自分たちで守る

自主防災組織の主な活動
　自主防災組織の活動を支援するため、市では防災対策指導

員の派遣を行い、防災に対する技術や知識の普及、指導を行っ

ています。

平常時において

防災知識の普及・啓発、地域内の安全点検、防災資機材の整

備、 防災訓練の実施など

災害時において

情報の収集・伝達、 初期消火活動、避難誘導、救出活動、医

療救護活動、避難所の運営、 給食、給水活動など

　市には、全35地区の自治会それぞれに自主防災組織が設立されています。自主防災組織とは、地域

の人々が自発的に防災活動を行う組織のことです。災害時には個人の力や公的機関では対応しきれな

いこともあります。そこで力を発揮するのが「自分たちのまちは、自分たちで守る」という理念の下に

結成された自主防災組織です。積極的に地区の自主防災組織の活動に参加し、「地域防災力」を向上さ

せましょう。

　　普段は仕事を持ちながら、火災をはじめとする災害から地
域を守る存在の消防団。災害現場での活動はもちろん、予防
活動においても地域の安心と安全を守ります。市消防団はボ
ランティア活動をしたいと思っている人、地域のために何か
できることを探している人などを募集しています。消防団に
興味のある人は、気軽に安全安心課（市役所3階）まで連絡し
てください。

　災害が起こったとき、消防署や市役所などの公的機関も同時に被害を受け、市民の皆さんを避難さ

せたり助けたりするなどの公的な支援が素早くできない場合があります。過去の災害において、約７

割が自力または家族に（自助）、約２割が隣人や通行人に（共助）、約１割が救助隊に（公助）救助された

という調査結果があります。そのため重要性の割合は「７（自助）対２（共助）対１（公助）」と言われてお

り、災害発生直後から数日間は自助と共助が重要となります。

自助＝自分の身は自分で守る　　共助＝自分たちのまちは自分たちで守る

自助・共助の重要性

地 域 を 守 る 消 防 団

△今年の防災訓練で防災についての説明
を受ける参加者
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市からのお知らせ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

　
「
不
要
品
を
回
収
し
ま
す
」と
呼
び
掛
け

な
が
ら
、
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
な
ど

を
回
収
す
る
業
者
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
業
者
は
、
廃
棄
物
処
理
法
に
定
め
ら
れ

て
い
る
ご
み
の
収
集
運
搬
の
許
可
を
得
て

い
な
い
回
収
業
者
で
す
。
利
用
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
利
用
し
て
は
い
け
な
い
の
？

　
廃
棄
物
を
無
許
可
の
回
収
業
者
に
引
き

渡
す
と
、
価
値
の
な
い
回
収
品
を
不
法
投

棄
し
た
り
、
有
害
物
質
が
含
ま
れ
る
家
電

を
不
適
切
に
処
理
し
た
り
す
る
な
ど
、
環

境
汚
染
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
悪
質
な
営
業
を
行
う
業
者
も
お

り
、
市
内
で
も
、
チ
ラ
シ
を
見
て
回
収
を

依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
な
い
高
額

請
求
を
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

正
し
い
ご
み
の
処
分
方
法

　
粗
大
ご
み
や
多
量
の
ご
み
は
、
次
の
方

法
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

○
粗
大
ご
み
の
日
に
出
す

　
粗
大
ご
み
は
、
１
回
に
つ
き
３
点
ま

で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
毎
月
20

日（
土
・
日
曜
日
、
祝
休
日
の
場
合
は

前
営
業
日
）の
午
後
４
時
ま
で
に
、
地

区
ご
と
の
担
当
収
集
業
者
に
電
話
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
無
許
可
回
収
業
者
に
注
意
！

○
ご
み
収
集
業
者
に
依
頼
す
る

　
粗
大
ご
み
の
日
以
外
に
処
分
し
た
い

場
合
や
多
量
の
ご
み
を
出
す
場
合
は
、

地
区
ご
と
の
担
当
収
集
業
者
に
依
頼
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
通
常
の
ご
み
出
し
と
同
じ
よ
う
に
指

定
袋
や
粗
大
ご
み
シ
ー
ル（
有
料
）を

使
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

　
臨
時
の
収
集
運
搬
料
金
が
別
途
必
要

で
す
の
で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
ご
み
処
理
施
設
に
持
ち
込
む

  ｢

燃
え
る
ご
み｣

と｢

燃
え
な
い
ご
み｣

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
処
理
施
設
に
自
分
の

車
両
で
搬
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
手
数
料
は
い
ず
れ
の
施
設
も
10
㎏
ご

と
に
１
４
０
円
で
す
。

▽
燃
え
る
ご
み（
要
予
約
）

予
約
・
持
ち
込
み
日
時　
月
〜
土
曜

日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時

予
約
先　
自
己
搬
入
ご
み
事
前
受
付

セ
ン
タ
ー

☎（
４
３
３
）８
２
３
４

持
ち
込
み
先　
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
・ 

パ
ー
ク
南
部（
下
白
水
１
０ 

４
ー
５
）

▽
燃
え
な
い
ご
み（
予
約
不
要
）

持
ち
込
み
日
時　

月
〜
金
曜
日（
祝

休
日
を
除
く
）、
第
３
日
曜

日
の
午
前
８
時
30
分
〜
11
時

30
分
、
午
後
１
時
〜
４
時

持
ち
込
み
先　

春
日
大
野
城
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園

６
ー
２
）

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

gom
igen@

city.kasuga.fuku 
oka.jp

　白水大池公園の電気施設の老朽化に伴う工事の
ため、停電を実施します。期間中、夜間の照明灯の点
灯、トイレの手洗い場の自動水洗の利用などができな
くなります。
　工事中はご不便をお掛けしますが、ご協力をお願い
します。

実施期間　９月12日㈪〜16日㈮の期間の内２日間程
度

※天候などの影響により、急遽、期間を変更すること
があります。
問い合わせ先　都市計画課公園担当

☎（５８４）１１１１（代表）　F（５８４）１１４３

白水大池公園　工事のため停電します

担当業者 電話番号 地区

共栄資源管理センター ☎（592）2502

泉、一の谷、大土居、春日（５・６・８〜10
丁目）、上白水、下白水北、下白水南、白水
池、白水ヶ丘、須玖北、須玖南、惣利、塚
原台、天神山、昇町、平田台、松ヶ丘（星
見ヶ丘を含む）、紅葉ヶ丘

クリーン春日 ☎（582）1018
春日公園、春日原、春日原南、桜ヶ丘、
サン・ビオ、宝町、千歳町、光町（原町３丁
目を含む）、日の出町、大和町

春日環清 ☎（592）3455
大谷、岡本、春日（１〜４・７丁目、原町１・
２丁目）、小倉、小倉東(伯玄町を含む)、
ちくし台、弥生、若葉台西、若葉台東

■担当業者・電話番号・地区



6市 報 か す が
平成28年9月1日

　
水
道
水
と
井
戸
水
を
併
用
利
用
し
て
い

る
人
で
、
井
戸
使
用
量
が
居
住
者
数
に

よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
場
合
は
、
井
戸
の
み

の
汚
水
量
の
２
分
の
１
で
算
定
さ
れ
、
水

道
水
使
用
量
と
の
合
計
が
汚
水
量
と
な
り

ま
す
。

　

井
戸
水
の

利
用
が
あ
る

場
合
は
、
直

接
市
か
ら

請
求
さ
れ
ま

す
。

　

現
在
、
井

戸
を
利
用
し

て
い
る
人
で

ま
だ
届
け
出

を
行
っ
て
い

な
い
人
や
、
長
期
入
院
や
施
設
入
所
、
進

学
な
ど
で
居
住
者
数
に
変
更
が
あ
っ
た

り
、
利
用
を
停
止
し
た
り
し
た
場
合
は
、

下
水
道
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
し
く
井
戸
の
利
用
を
開
始
す

る
場
合
も
、
下
水
道
課
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
下
水
道
課
庶
務
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３

▽
春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団
料
金
課

☎（
５
７
１
）７
０
０
２

F（
５
７
４
）４
９
８
８

　
家
庭
や
店
舗
、
工
場
な
ど
か
ら
の
排
水

（
汚
水
）を
そ
の
ま
ま
河
川
や
水
路
に
流
す

と
、
悪
臭
や
虫
が
発
生
し
た
り
、
伝
染
病

が
広
が
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
汚
水
管
を
整
備
し
、
処
理
場

（
御
笠
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
）に
汚
水
を
流
入

さ
せ
、
福
岡
市
、
春
日
市
、
大
野
城
市
、

筑
紫
野
市
、
太
宰
府
市
、
那
珂
川
町
の
共

同
で
、
衛
生
的
に
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
川
の
水
が
あ
ふ
れ
た
り
、
家
屋

が
浸
水
し
た
り
す
る
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
、
雨
水
を
速
や
か
に
排
除
す
る
雨
水
管

の
整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
汚

水
管
と
雨
水
管
を
併
せ
て
、
下
水
道
と
呼

び
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
は
、
下
水
道
の
維
持
補

修
や
下
水
の
浄
化
な
ど
に
必
要
な
経
費

を
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
も
ら

う
も
の
で
す
。
汚
水
量
に
応
じ
て
、
左
記

の「
使
用
料
金
表
」の
と
お
り
、
２
カ
月
ご

と
に
請
求
し
ま
す
。

　

水
道
水
の
み
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、

水
道
水
を
使
っ
た
量
が
汚
水
量
と
な
り
、

春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団
の
水
道
料
金
と

併
せ
て
同
企
業
団
か
ら
請
求
さ
れ
ま
す
。

　

井
戸
水
の
み
を
利
用
し
て
い
る
人
で
、

メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
計
測
水
量
で
算
定
し
、
メ
ー
タ
ー
を
設

置
し
て
い
な
い
場
合
は
、
居
住
者
数
で
汚

水
量
を
算
定
し
ま
す
。

基本使用料（※1）　1512円
汚水量 料金／㎥

従量
使用料
（※2）

1〜20㎥ 58円32銭
21〜40㎥ 177円12銭
41〜60㎥ 210円60銭
61〜80㎥ 220円32銭
81〜100㎥ 267円84銭
101〜200㎥ 279円72銭
201〜1000㎥ 332円64銭
1001㎥以上 345円60銭

（※1）基本使用料は、汚水量が0㎥の場合も掛かります。
（※2）汚水量に応じて単価が変わります。
※金額は算出後、10円未満を切り捨てます。

■使用料金表（２カ月分・税込み）

下水道使用料計算の例（48㎥使用した場合）
内訳
▷（1〜20㎥）20㎥×58.32円＝1166.4円
▷（21〜40㎥）20㎥×177.12円＝3542.4円
▷（41〜60㎥）8㎥×210.60円＝1684.8円
▷基本使用料　1512円
合計　7905.6円
使用料　7900円（10円未満切り捨て）

世帯数 使用量
1人世帯 20㎥
2人世帯 32㎥
3人世帯 40㎥

4人以上世帯 48㎥

■井戸の居住者数での算定（1期（2カ月）当たり）

※上水道利用者の世帯人数ごとの平均使用水量
が根拠です。

　春日市長等政治倫理条例に基づき市長、副市長お
よび教育長から提出された資産等報告書を、春日市
長等政治倫理審査会が審査しました。
　同審査会がまとめた審査結果報告書は、市役所で
閲覧することができます。
閲覧開始日　９月１日㈭

閲覧・問い合わせ先　総務課総務担当（市役所２
階）
☎（５８４）１１１１（代表）
F（５８４）１１４２

資産等報告書の審査結果を公開します

下
水
道
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か　
９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
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消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
る
低
所
得
者

へ
の
影
響
が
和
ら
ぐ
よ
う
、「
臨
時
福
祉

給
付
金
」を
給
付
し
ま
す
。

　
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
、
市
か
ら
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
給
付
の
対
象
者
か
ど
う
か
を
電
話
で
伝

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

▽
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
春
日
市
に

住
民
票
が
あ
る

▽
平
成
28
年
度
市
民
税
・
県
民
税
が
非
課

税
で
あ
り
、
課
税
者
の
扶
養
親
族
な
ど

に
な
っ
て
い
な
い

▽
平
成
28
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
28
年
10

月
１
日
ま
で
継
続
し
て
生
活
保
護
を
受

給
し
て
い
な
い

給
付
額　
１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

※
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
者
に
は
、３
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

申
請
受
付
期
限　

12
月
28
日
㈬（
当
日
消

印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先　
市「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

窓
口（
２
０
７
会
議
室
）

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎（
７
０
７
）１
１
９
２

F（
５
８
４
）３
０
９
０

http://w
w

w
.city.kasuga.

fukuoka.jp/fukushi/jigyou/
kyuufukin.htm

l

（
春
日
市　
臨
時
福

祉
給
付
金
）

http://w
w

w
.2kyufu.jp/

（
厚
生
労

働
省　
確
認
じ
ゃ
！
給
付
金
）

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」の
申
請
受
け
付
け
開
始

　
９
月
に
開
催
す
る
議
会
の
日
程
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

日
程
・
内
容

▽
１
日
㈭　

本
会
議（
議
案
の
上
程
、
提

案
理
由
の
説
明
）

▽
５
日
㈪　

本
会
議（
議
案
質
疑
、
委
員

会
付
託
な
ど
）・
決
算
審
査
特
別
委
員

会（
議
案
審
査
）

▽
６
日
㈫　

決
算
審
査
特
別
委
員
会（
議

案
審
査
）

▽
７
日
㈬
・
８
日
㈭
・
９
日
㈮　
各
常
任

委
員
会（
議
案
審
査
）

▽
13
日
㈫･

14
日
㈬　

本
会
議(

一
般
質

問)※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
予
定
で

す
。

▽
15
日
㈭
・
16
日
㈮　
決
算
審
査
特
別
委

員
会（
議
案
審
査
）

▽
20
日
㈫　
各
常
任
委
員
会（
議
案
採
決
）

▽
21
日
㈬　

決
算
審
査
特
別
委
員
会（
議

案
採
決
）

▽
26
日
㈪　

本
会
議（
委
員
長
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
採
決
）

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
議
事
課
議
事
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
６

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

市
議
会
９
月
定
例
会

　
市
は
こ
れ
ま
で
、
人
口
の
増
加
や
多
様

化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

道
路
や
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の

他
、
学
校
や
公
民
館
な
ど
多
く
の
公
共
施

設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、施
設
を
安
心・

安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
改
修

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
他
の
自
治
体
と
同
様
に
、
こ

れ
ら
施
設
の
老
朽
化
や
厳
し
い
財
政
状

況
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
構

成
の
変
化
か
ら
、
こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き

た
公
共
施
設
な
ど
を
同
様
の
手
法
で
維
持

管
理
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

今
年
度「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」を

策
定
す
る
予
定
で
す
。
策
定
に
あ
た
り
、

広
く
意
見
を
聞
き
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
い
た
場
合
は
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
18
歳
以

上
の
人
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た

２
０
０
０
人

調
査
時
期　
8
月
26
日
㈮
〜
9
月
9
日
㈮

調
査
方
法　
郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

問
い
合
わ
せ
先　
経
営
企
画
課
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
５

kikaku@
city.kasuga.fukuoka.

jp

ご
協
力
を　
公
共
施
設
な
ど
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト



8市 報 か す が
平成28年9月1日

春
日
市
走
ろ
う
大
会「
ラ
ン（
子
ど
も
）＆
ウ
ォ
ー
ク
」参
加
者
募
集

　

全
て
の
小
学
校
で
、１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
外
国
語
活
動（
英
語
）を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
市
の
外
国
語
活
動
の
取
り
組
み
を
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

各
小
学
校
で
外
国
語
活
動
の
オ
ー
プ
ン
・

ス
ク
ー
ル（
授
業
参
観
）を
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
学
年　
別
表
の
と
お
り

持
っ
て
く
る
も
の　
上
履
き

問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課
学
校
教
育

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
５
３

市
小
学
校
外
国
語
活
動
オ
ー
プ
ン・ス
ク
ー
ル

学校 住所 期日 開始時間 駐車場
春日野小学校 春日公園4ｰ1ｰ1 9月8日㈭ 午後2時15分 あり

春日東小学校 若葉台東1ｰ51 9月17日㈯ 午前9時35分 なし

春日北小学校 岡本1ｰ35 10月22日㈯ 午前10時10分 なし

春日原小学校 春日原南町4ｰ37ｰ1 11月11日㈮ 午後2時30分 なし

白水小学校 白水ヶ丘1ｰ100 11月24日㈭ 午後1時30分 あり

須玖小学校 須玖南2ｰ71 12月2日㈮ 午後3時5分 あり

天神山小学校 天神山6ｰ39 12月5日㈪ 午後2時10分 あり

春日南小学校 春日8ｰ100 12月7日㈬ 午後2時30分 あり

春日小学校 昇町1ｰ142 12月10日㈯ 午後2時 なし

大谷小学校 大谷4ｰ1 平成29年1月17日㈫ 午後1時45分 なし

春日西小学校 下白水南4ｰ134 平成29年1月25日㈬ 午後3時 なし

■オープンスクール日程

※日の出小学校は実施済みです。

　
第
42
回
春
日
市
走
ろ
う
大
会「
ラ
ン（
子

ど
も
）＆
ウ
ォ
ー
ク
」を
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
爽
快
感
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

対
象　
参
加
で
き
る
体
力
が
あ
り
、
市
に

居
住
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
人

か
、
市
の
社
会
教
育
関
係
団
体
な

ど
に
所
属
し
て
い
る
人

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
小
学
生
以
上
で
あ
れ

ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　
11
月
27
日
㈰

午
前
８
時
〜（
受
付
開
始
）

場
所　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
大
谷

６
ー
28
）屋
外
競
技
場
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

種
目　

▽
幼
児
の
部　

約
４
０
０
ｍ（
大
会
当
日

の
年
齢
が
５
歳
以
上
の
人
）

▽
低
学
年
の
部　

約
１
㎞（
小
学
１
年
〜

３
年
）

▽
高
学
年
の
部　

約
２
㎞（
小
学
４
年
〜

６
年
）

▽
駅
伝
の
部　
（
小
学
生
の
男
女（
６
区

間
））

▽
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
岡
本
遺
跡
コ
ー
ス
）

　

10
㎞
・
４
㎞

申
込
方
法　

10
月
16
日
㈰（
必
着
）ま
で

に
、参
加
申
込
書
を
郵
送
す
る
か
、

直
接
市
体
育
協
会
事
務
室
窓
口
に

提
出
す
る（
フ
ァ
ッ
ク
ス
不
可
）

※
窓
口
は
、月
曜
日
、祝
日
が
休
み
で
す
。

※
申
込
用
紙
は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
体
育
館
・
温
水
プ
ー
ル
、
北
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
昇
町
２
ー
３
）市
民

課（
市
役
所
１
階
）、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）、
白
水
大
池
公
園

管
理
棟（
下
白
水
２
０
９
）、
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー（
大
谷
６
ー
24
）窓
口
か

市
体
育
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

kasuga-taikyo.com
/

）
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
一
般
社
団
法
人

市
体
育
協
会（
〒
816
ー
０
８
３
１

大
谷
６
ー
28
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
２
階
）

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

kasuga.taikyo@
gm

ail.com
△昨年の大会
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来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
予
定
の
子

ど
も
の
こ
と
ば
の
発
達
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
不
安
の
あ
る
保
護
者
を
対

象
に
、
こ
と
ば
の
教
室
の
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

日
時　
９
月
26
日
㈪

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所　
ハ
ー
ト
館
か
す
が（
小
倉
２
ー
82
）

※
来
場
者
用
の
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
公

共
交
通
機
関
な
ど
で
来
場
し
て
く
だ
さ

い
。

内
容　
指
導
内
容
の
説
明
、
教
室
内
の
見

学
、
質
疑
応
答
な
ど

申
込
方
法　
９
月
20
日
㈫
ま
で
に
、
電
話

で
予
約
す
る

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課
学

校
教
育
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
５
３

こ
と
ば
の
教
室
説
明
会

　
警
察
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
日
本
の
自

殺
者
数
は
平
成
24
年
に
３
万
人
を
割
っ
て

以
来
、
若
干
の
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
ま
だ
に
年
間
２
万
人
以
上

の
人
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
る
状
況
で

す
。

　
う
つ
な
ど
の
心
の
病
気
や
社
会
・
経
済

的
な
問
題
な
ど
の
重
複
が
、
自
殺
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
尊
い
命
を
守
る
た
め
に
、
次
の
４
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
心
掛
け
、
あ
な
た
の
で
き
る

支
援
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
気
づ
き

　

心
の
サ
イ
ン
に
早
め
に
気
付
い
て
、

声
を
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

サ
イ
ン
の
例

▽
ネ
ガ
テ
ィ
ブ（
否
定
的
）な
発
言
が
増

え
た

　
▽
落
ち
込
み
が
ち
で
た
め
息
が
多
い

　
▽
夜
眠
れ
て
い
な
い
、
ま
た
は
眠
り
が

　
浅
い
様
子
が
見
ら
れ
る

　
▽
食
べ
な
い
、
ま
た
は
食
べ
過
ぎ
る

○
傾
聴

　
自
分
の
考
え
を
押
し
付
け
ず
、
ゆ
っ

く
り
と
話
を
聴
き
ま
し
ょ
う
。

　
本
人
を
責
め
た
り
、
安
易
に
励
ま
し

た
り
、
相
手
の
考
え
を
否
定
す
る
こ
と

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

○
つ
な
ぎ

　
相
談
窓
口
の
紹
介
や
、
病
院
の
受
診

を
勧
め
る
な
ど
、
早
め
に
専
門
家
に
相

談
す
る
よ
う
促
し
ま
し
ょ
う
。

○
見
守
り

　
ゆ
っ
く
り
休
養
で
き
る
環
境
を
つ
く

り
、
焦
ら
ず
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら

見
守
り
ま
し
ょ
う
。

相
談
窓
口

▽
福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎（
５
８
２
）７
５
０
０

▽
ふ
く
お
か
自
殺
予
防
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎（
５
９
２
）０
７
８
３

▽
福
岡
い
の
ち
の
電
話

　
☎（
７
４
１
）４
３
４
３

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課
健
康

増
進
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
お
よ
び
一

般
戦
災
死
没
者
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、

世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、市

戦
没
者
追
悼
式（
献
花
方
式
）を
行
い
ま

す
。

　

遺
族
の
皆
さ
ん
に
は
、案
内
を
送
付
し

て
い
ま
す
。届
い
て
い
な
い
場
合
は
、連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、手
話
通
訳
が
必
要
な
人
は
、９
月

６
日
㈫
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
16
日
㈮

午
前
11
時
〜
正
午（
受
付
：
午
前

10
時
〜
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
サ

ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援
課
地
域
福
祉

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）３
０
９
０

△ハート館かすが

９
月
10
日
〜
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
で
す

平
成
28
年
度　
市
戦
没
者
追
悼
式
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付
加
年
金
と
は
、老
齢
基
礎
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。毎
月
の

保
険
料（
平
成
28
年
度
１
万
６
２
６
０
円
）

に
４
０
０
円
を
足
し
て
納
め
る
と
、納
付
月

数
に
２
０
０
円
を
か
け
た
金
額
が
、年
間
の

年
金
受
給
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
「
繰
上
げ
請
求
」や「
繰
下
げ
請
求
」を

し
た
場
合
は
、付
加
年
金
の
額
も
老
齢
基

礎
年
金
と
同
じ
率
で
増
減
し
ま
す
。

　
ま
た
、老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
停
止
と

な
っ
た
場
合
は
、付
加
年
金
も
停
止
し
ま
す
。

○
定
額
で
40
年
間
納
め
た
場
合

　
老
齢
基
礎
年
金
受
給
額

　
78
万
１
０
０
円

○
付
加
し
て
40
年
間
納
め
た
場
合

　
老
齢
基
礎
年
金
受
給
額
＋
付
加
年
金
額

87
万
６
１
０
０
円（
78
万
１
０
０
円
＋

（
２
０
０
円
×
４
８
０
月
））

申
込
方
法　

年
金
手
帳
を
持
参
し
、窓
口

で
手
続
き
を
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

▽
市
民
課
年
金
担
当（
市
役
所
１
階
）

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

　
F（
５
８
４
）１
１
４
１

▽
南
福
岡
年
金
事
務
所

　
☎（
５
５
２
）６
１
２
８

　
F（
５
４
１
）７
６
４
９　

　

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
で
、ま
だ
請
求
が

済
ん
で
い
な
い
人
へ
第
十
回
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、国
は
戦
没
者

な
ど
に
対
し
、改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す

る
た
め
、遺
族
に
特
別
弔
慰
金（
記
名
国

債
）を
支
給
し
ま
す
。

対
象　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、平
成
27
年
４
月
１
日
に
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
遺
族
年
金
」な
ど
を
受
け
る

人（
戦
没
者
な
ど
の
妻
や
父
母
な

ど
）が
い
な
い
場
合
に
、次
の
順
で

支
給（
１
人
の
み
）さ
れ
ま
す
。

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
、弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
父
母
、孫
、祖
父
母
、兄

弟
姉
妹

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、生
計
関
係

を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
、順
番
が
入

れ
替
わ
り
ま
す
。

④
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
３
親

等
内
の
親
族（
お
い
、め
い
な
ど
）

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
人
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
の
記
名
国
債

を
、平
成
28
年
か
ら
５
年
間
に
わ

た
っ
て
毎
年
５
万
円
ず
つ
償
還

請
求
期
限　
平
成
30
年
４
月
２
日
㈪

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
、時
効
に
よ
り
、こ
の

特
別
弔
慰
金
の
受
け
取
り
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

※
請
求
用
紙
な
ど
は
、福
祉
支
援
課
窓
口

（
市
役
所
１
階
）に
あ
り
ま
す
。そ
の
他
、

戸
籍
書
類
な
ど
も
必
要
で
す
。詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
い
。

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援
課
地

域
福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）３
０
９
０

年
金
受
給
額
に
加
算
さ
れ
ま
す　
国
民
年
金
の
付
加
年
金

　長年の社会貢献に感謝し、市よりお祝い金を贈呈し
ます。９月中旬から順次、贈呈を開始します。
対象・贈呈金額
▷80歳〜99歳（大正６年４月１日〜昭和12年３月31日

生まれの人）　５０００円
　※各自治会を通じて贈呈します。

▷１００歳以上（大正６年３月31日以前生まれの人）
　１万円
　※市から贈呈します。
問い合わせ先　高齢課高齢者支援担当　
　　☎（５８４）１１１１（代表）
　　F（５８４）３０９０

高齢者祝金を贈呈します

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
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震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
、住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
の一部
を
助

成
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
住
宅（
次
の
全
て
に
該
当
）

▽
市
内
に
存
在
す
る
木
造
戸
建
て
住
宅

▽
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
ま
た

は
工
事
着
工
し
た
も
の

▽
耐
震
診
断
の
結
果
、上
部
構
造
評
点
が

１・０
未
満

▽
本
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
過
去

に
受
け
て
い
な
い

▽
居
住
者
ま
た
は
居
住
予
定
者
が
い
る

▽
耐
震
改
修
工
事
に
よ
り
建
築
基
準
法
お

よ
び
関
係
法
令
の
規
定
に
違
反
し
な
い

対
象
者（
次
の
全
て
に
該
当
）

▽
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
過
去
に
受
け
た
こ

と
が
な
い

▽
本
市
の
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
暴
力
団
関
係
者
で
な
い

補
助
金
額　

耐
震
改
修
工
事
費
の
20
％

（
上
限
30
万
円
）

募
集
件
数　
10
件（
申
込
先
着
順
）

申
請
期
限　

平
成
29
年
２
月
24
日
㈮（
実

績
報
告
の
提
出
締
切
日
：
平
成
29

年
３
月
10
日
㈮
）

※
申
請
は
工
事
着
工
前
の
み
可
能
で
す
。　

○
耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度

　
県
の
取
り
組
み
と
し
て
、建
築
士
な
ど

の
専
門
家
を
自
宅
に
派
遣
し
、住
宅
の

耐
震
性
能
に
つ
い
て
診
断
お
よ
び
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す（
費
用
３
万
円
）

　
▽
福
岡
市
耐
震
推
進
協
議
会

　
　
☎（
７
２
４
）７
７
４
４　

　
　
F（
７
３
９
）６
３
８
０

▽
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー　

生
涯

あ
ん
し
ん
住
宅

　
　
☎（
５
８
２
）８
０
６
１　

　
　
F（
５
８
２
）８
１
６
２

注
意
事
項

▽
申
請
前
に
事
前
相
談
が
必
要（
耐
震
診

断
、工
期
、対
象
要
件
な
ど
）で
す
。

▽
既
に
耐
震
改
修
工
事
に
着
工
し
て
い
る
場

合
は
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
補
助
対
象
工
事
は
、建
物
全
体
ま
た
は
1

階
部
分
の
上
部
構
造
評
点
が
１・０
以
上

に
な
る
よ
う
補
強
す
る
工
事
お
よ
び
こ
れ

に
伴
う
耐
震
設
計（
工
事
監
理
を
含
む
）

で
す
。

▽
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
を
同
時
に
行
う
場

合
、耐
震
改
修
工
事
部
分
以
外
は
補
助

対
象
外
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
都
市
計
画
課
計
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３

木
造
戸
建
て
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金
交
付
制
度
に
つ
い
て

市内各地区

夏祭り2016
　今年も市内各地区で夏祭りが行われ、各会場は多くの来場者で
にぎわいました。市のマスコットキャラクターのかすがくんも会
場に駆けつけ、祭りの盛り上げに一役買いました。

トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

小倉の
盆綱引

き

かす
がく
ん登
場

コーラの一気飲み



春日幼稚園

楽しいバス教室
　7月27日、春日幼稚園の園児16人が、西鉄バス二日市月の浦営業所で、バス教室に参加
しました。これは、子どもたちに公共交通機関に親しんでもらうことと社会勉強を目的に、
取り組まれたものです。
　園児たちは、日頃見ることができないバスの底や、エンジンルームなどを興味津々で見
学しました。また、バスに乗ったまま洗車機の中に入り大歓声、運転席でポーズをとって
大興奮。たくさんの冒険に出会って、大満足の１日となりました。

△バスを見学する園児
たち

水を大切に使いましょう

福岡都市圏2016水キャンペーン
　福岡都市圏で使用する水道水の約3分の1は、筑後川に依存しています。
　そこで、福岡都市圏を構成する17の市町は、毎年「水キャンペーン」を行い、都
市圏住民の皆さんに筑後川への感謝の気持ちを忘れずに、水を大切に使ってもら
えるよう啓発しています。
　市でも、8月1日、西鉄春日原駅前とＪＲ春日駅前で、市長をはじめとする市職員らと春日那珂川水道企業団の職
員が節水を呼び掛けました。

△西鉄春日原駅前で水の大切さ
を呼びかける市長

食育の推進を目指して

市学校給食料理コンクール
　7月29日、ふれあい文化センターで、学校給食の献立の充実を図り、食育の
推進に役立てるため、市内小学校全12校の調理員が参加して学校給食料理コ
ンクール（市教育委員会、市学校給食会主催）が開催されました。
　今年のテーマは、「日本の伝統的な食文化である塩こうじなどの発酵食品を

使った献立」と「不足しがちな鉄分を多く含
む献立」で、地場産物（県産品）を使用することや、食に関する指導教材となること
も必要です。また、調理は1校3人、調理時間40分以内で、衛生管理のポイントに
も留意しながら、加工品を使用せず、全て手作りをするという厳しい条件で行われ
ました。
　審査の結果、1位は春日西小で、特に工夫した献立は「ポークジャムソテー」。審
査員は「やわらかくて牛肉のような味がする」と感想を述べました。同校の調理員は
「あまり知られていないが、鉄分を多く含む食品の一つであるぶどうジャム（県産
品）を調味料として使用しました。今後もこれまで以上に子どもたちの喜ぶおいし
い給食を作っていきたい」と語りました。2位は同点で春日南小、春日東小でした。

△1位に輝いた春日西小の調理員と
栄養教諭

△春日西小献立
　キヌア入り塩こうじコーン
飯、ポークジャムソテー、ひじ
きポテトサラダ、スプラウト
スープ、冷んやり甘酒ゼリー

12市 報 か す が
平成28年8月1日
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ま
す
。

日
時　
10
月
16
日
㈰（
少
雨
決
行
、
予

備
日
23
日
㈰
）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
受
付：

午
前
８
時
30
分
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

種
目　

▽
一
般　

▽
シ
ニ
ア（
男
性
は
60
歳
以
上
で
、
男

女
合
わ
せ
て
１
２
０
歳
以
上
）

▽
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア（
男
性
は
70
歳
以

上
で
、
男
女
合
わ
せ
て
１
３
０
歳
以

上
）

参
加
費（
当
日
納
入
）　
一
般
１
５
０
０

円
、
協
会
員
１
０
０
０
円

定
員　
３
種
目
合
わ
せ
て
60
組（
申
込

先
着
順
）

申
込
方
法　
10
月
６
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
テ
ニ
ス
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://kasuga-tennis.
itigo.jp/HTM

L/

）の
い
ず
れ

か
で
本
人
と
ペ
ア
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
所
属

ク
ラ
ブ
を
伝
え
る

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
だ
場
合

は
、
必
ず
電
話
で
受
け
付
け
が
完
了

し
て
い
る
か
を
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
テ
ニ
ス
協
会

第
29
回
奴
国
あ
ん
ど
ん
祭
り

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会
係　
宮み

や

地ち
（
〒
816
ー
０
８
０
５
千
歳
町

２
ー
１
５
８
ー
34
ー
５
０
３
）

☎（
５
９
２
）３
３
４
０（
F
兼
用
）

イ
ベ
ン
ト

考
古
講
演
会

須
玖
岡
本
遺
跡
調
査
の
あ
ゆ
み

　
９
月
17
日
㈯
か
ら
開
催
す
る
平
成
28

年
度
考
古
企
画
展　
史
跡
指
定
30
周
年

記
念「
奴
国
の
首
都　
須
玖
岡
本
遺
跡

展
」の
関
連
企
画
と
し
て
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
明
治
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
調
査
の
歴

史
や
須
玖
岡
本
遺
跡
の
姿
に
つ
い
て
講

演
し
ま
す
。

日
時　
10
月
1
日
㈯

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

（
岡
本
３
ー
57
）

講
師　
小お

だ田
富ふ

士じ

お雄
さ
ん（
福
岡
大
学

名
誉
教
授
）

定
員　
70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

９
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直

接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

精
華
女
子
短
期
大
学

幼
児
の
た
め
の
自
然
体
験
教
室

　
豊
か
な
感
性
を
育
み
、
自
立
心
を
芽

生
え
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
子
ど

も
が
伸
び
伸
び
と
、
自
然
と
触
れ
合
う

宿
泊
体
験
を
行
い
ま
す
。

　
保
育
者
を
目
指
す
学
生
が
、
子
ど
も

を
支
援
す
る
の
で
安
心
で
す
。

対
象　
市
近
郊
に
居
住
す
る
５
歳
児

日
時　
９
月
18
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜

19
日
㈪
午
後
３
時
30
分

場
所　
糟
屋
郡
篠さ

さ
ぐ
り
ま
ち

栗
町

参
加
費　
４
５
０
０
円（
保
険
料
、
宿

泊
費
、
食
費
な
ど
を
含
む
）

定
員　
20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

９
月
８
日
㈭
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
子

ど
も
の
氏
名
・
年
齢
・
性
別
、

保
護
者
の
氏
名
・
連
絡
先
を
伝

え
る

※
受
付
後
、実
施
要
領
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
短
期
大
学

幼
児
保
育
学
科　
田た

じ
り尻

☎（
５
９
１
）６
３
３
１

F（
５
９
２
）３
５
９
１

tajiri@
seika.ac.jp

お
い
で
よ　
み
ん
な
の
遊
び
場
２
０
１
６

参
加
者
募
集

　
「
自
分
の
責
任
で
、
自
由
に
遊
ぶ
」を

モ
ッ
ト
ー
と
し
た
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を

「
子
ど
も
ゆ
め
基
金
」の
助
成
を
得
て
、

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
、
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

※
未
就
学
児
は
、
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

場
所
・
日
程
・
時
間

▽
大
谷
ふ
れ
あ
い
公
園（
大
谷
６
ー

11
ー
1
）

毎
月
第
３
土
曜
日
と
翌
日
の
日
曜
日

正
午
〜
午
後
４
時（
12
月
〜
平
成
29

年
２
月
を
除
く
）

　
※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

▽
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
ぶ

ど
う
の
庭（
須
玖
北
５
ー
１
５
５
）

12
月
〜
平
成
29
年
２
月
の
第
３
土
曜

日
と
翌
日
の
日
曜
日　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

内
容（
主
な
遊
び
）　
ど
ろ
遊
び
・
水
遊

び
、ハ
ン
モ
ッ
ク
、草
ス
キ
ー
、

木
工
、
陣
取
り
、
缶
蹴
り
、
七

輪（
冬
季
）な
ど

持
っ
て
く
る
も
の　

汚
れ
て
も
い
い

服
・
靴
、
水
筒
、
帽
子

問
い
合
わ
せ
先　
か
す
が
に
冒
険
遊
び

場
を
つ
く
ろ
う
会　
吉よ

し
い井

☎（
５
９
１
）２
２
６
２

F（
５
９
１
）２
２
９
１

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
開
館
２
０
周
年

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ス
講
演
会

　

同
プ
ラ
ザ
管
理
運
営
共
同
事
業
体

は
、
施
設
利
用
者
や
県
民
を
対
象
に
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
10
月
２
日
㈰

午
後
２
時
〜
４
時（
受
付
：
午

後
１
時
30
分
〜
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

※
公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

内
容

○
講
演
会（
第
１
部
）

演
題
：
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
健
康
に
〜

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
ス
ス

メ
〜

講
師
：
田た

な
か中
宏ひ
ろ
あ
き暁
さ
ん（
医
学
博
士
、

福
岡
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

教
授
）

○
講
演
会（
第
２
部
）

▽
講
師
と
司
会
者
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー

　
▽
質
疑
応
答

定
員　
２
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
プ
ラ
ザ
総

合
案
内
管
理
運
営
共
同
事
業
体

☎（
５
８
４
）１
２
１
２

F（
５
８
４
）１
２
１
４

info@
cloverplaza.or.jp

ス
ポ
ー
ツ

第
２
９
回
奴
国
あ
ん
ど
ん
祭
り

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

　
奴
国
あ
ん
ど
ん
祭
り
に
合
わ
せ
、
男

女
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
の
大
会
を
行
い

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111

☎　電話番号　F　ファックス番号　 　 メ ー ル ア ド レ ス
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雑
が
み
リ
サ
イ
ク
ル
を
始
め
よ
う
！

　
家
庭
か
ら
出
る
燃
え
る
ご
み
を
調

べ
た
結
果
、そ
の
う
ち
の
19
％
が
リ

サ
イ
ク
ル
可
能
な「
雑
が
み
」で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。　

　
雑
が
み
は
地
域
の
資
源
回
収
な
ど

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

雑
が
み
っ
て
な
に
？

　
新
聞
紙
、ダ
ン
ボ
ー
ル
、牛
乳
パ
ッ

ク
以
外
の
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
紙

（
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
、封

筒
、包
装
紙
、お
か
し
の
箱
な
ど
）を

「
雑
が
み
」と
い
い
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
分
別
し
ま

し
ょ
う
。

▽
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の（
禁

忌
品
）は
取
り
除
く

　
※
禁
忌
品
と
は
、

紙
以
外
の
異
物（
ク

リ
ッ
プ
、セ
ロ
ハ
ン
、ビ
ニ
ー
ル

な
ど
）、汚
れ
た
紙
、臭
い
の
つ

い
た
紙
、金
箔・銀
箔
加
工
さ
れ

た
紙
な
ど
の
こ
と
で
す
。

▽
散
ら
ば
ら
な
い
よ

う
、
紙
袋
や
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
ま
と

め
て
か
ら
出
す

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減
量

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ご
み
の
こ
と

ご
み
の
こ
と

コ
ー
ス
・
日
程
・
時
間　

▽
Ａ
コ
ー
ス

　
９
月
20
日
〜
10
月
25
日
の
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▽
Ｂ
コ
ー
ス

　
９
月
21
日
〜
10
月
26
日
の
水
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

▽
Ｃ
コ
ー
ス

　
９
月
23
日
〜
10
月
28
日
の
金
曜
日

　
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分

場
所　
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル（
福
岡
市
博

多
区
銀ぎ

ん
て
ん
ち
ょ
う

天
町
３
ー
５
ー
15
）

参
加
費　
各
コ
ー
ス
２
０
０
０
円（
貸

靴
代
含
む
）

定
員　
各
コ
ー
ス
18
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
ボ
ウ
リ
ン

グ
連
盟
事
務
局　
楢な

ら
ざ
き崎

☎
０
８
０（
３
９
６
２
）６
５
３
５

F（
５
８
５
）５
５
９
８

市
水
泳
連
盟
お
と
な
の
水
泳
教
室

〜
き
れ
い
に
泳
ぎ
た
い
人
へ
〜

　
ベ
テ
ラ
ン
の
コ
ー
チ
が
、
ク
ラ
ス
を

分
け
て
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

　
泳
げ
な
い
人
は
泳
げ
る
よ
う
に
、
泳

げ
る
人
は
よ
り
美
し
く
泳
げ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
秋
に
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
成
人

日
程　
10
月
５
日
㈬
、
12
日
㈬　

時
間　
午
後
０
時
30
分
〜
２
時

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）

受
講
料　
２
日
間
で
８
６
０
円（
65
歳

以
上
は
４
２
０
円
）

※
プ
ー
ル
使
用
料
を
含
み
ま
す
。

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
９
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://kasugasuiei.

jim
do.com

/

）の
い
ず
れ
か

で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
水
泳
連
盟

　
大お

お
せ瀬

☎
０
８
０（
５
２
８
４
）３
１
６
４

F（
５
７
１
）０
０
９
０

健　

康

体
力
測
定

６
０
歳
以
上
参
加
者
募
集

　
運
動
不
足
や
加
齢
か
ら
、
筋
肉
量
の

減
少
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
な
ど
の
低
下
を

引
き
起
こ
し
、
転
倒
の
危
険
性
が
高
い

状
態
に
な
る
こ
と
を「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
ロ
コ
モ
）」と
言
い
ま

す
。

　
自
分
の
体
力
を
確
か
め
、
元
気
な
う

ち
か
ら
早
め
の
ロ
コ
モ
予
防
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
測
定
結
果
に
基
づ
き
、
効
果
的
な
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
助
言
し
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
な
足
腰
で
い
る
た

め
に
、積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民

日
時　
９
月
17
日
㈯

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後

一般
初
心
者

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
生
募
集

　
初
心
者
で
高
校
生
以
上
の
市
民
が
対

象
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
で
す
。

日
程　
10
月
４
日
〜
28
日
の
毎
週
火
・

金
曜
日（
全
８
回
）

時
間　
午
後
７
時
〜
９
時

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
28
）

受
講
料　
２
０
０
０
円（
別
途
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
８
０
０
円
が
必

要
）

定
員　
20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
し
や
す
い
服

装
、
上
靴
、
ラ
ケ
ッ
ト（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）

申
込
方
法　

９
月
16
日
㈮
〜
23
日
㈮

に
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
有
無
を
書

い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会　

豊と
よ
だ田（
〒
816
ー

０
８
７
２
桜
ヶ
丘
５
ー
16
ー

５
０
１
）

☎（
５
９
３
）２
１
２
５（
F
兼
用
）

kasuga.bado.2016@
gm

ail.
com

初
心
者
向
け

健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

　
年
齢
・
性
別
問
わ
ず
、
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

対
象　
同
教
室
未
受
講
の
初
心
者

１
時
〜
３
時
の
う
ち
希
望
す
る

１
時
間

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
体
力
測
定（
柔
軟
性
・
バ
ラ
ン
ス
テ

ス
ト
な
ど
）

▽
体
成
分
分
析
測
定
・
血
管
年
齢
測
定

（
筋
肉
量
や
体
脂
肪
率
、
末
梢
血
管

の
柔
軟
性
な
ど
の
測
定
）

▽
ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク（
歩
幅
脚
力
・

立
ち
上
が
り
筋
力
測
定
な
ど
）

▽
体
の
ゆ
が
み
チ
ェ
ッ
ク

▽
持
久
力
測
定（
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
で
の

心
肺
持
久
力
テ
ス
ト
）

▽
結
果
説
明
・
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

※
持
久
力
測
定
と
結
果
説
明・助
言
は
、

後
日
、
都
合
の
よ
い
日
を
予
約
し
て

実
施
し
ま
す
。

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
運
動
し
や

す
い
服
装
、
水
筒
、
タ
オ
ル

申
込
方
法　

９
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭

に
、
電
話
で
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
時
間
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）
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高
齢
者
の
た
め
の
運
動
教
室

参
加
者
募
集

　
10
月
か
ら
始
ま
る
、
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
教
室

で
す
。
自
分
の
体
力
に
合
っ
た
教
室
を

選
ん
で
、
楽
し
く
無
理
な
く
運
動
を
始

め
ま
せ
ん
か
。

　
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。

70
歳
以
上
の
市
民
対
象

○
七な

な
ま
る〇
元
気
塾

　
体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
を
対

象
に
、
椅
子
に
座
っ
て
簡
単
な
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
バ
ラ
ン
ス
運
動
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま

す
。

日
程　
10
月
５
日
〜
12
月
21
日
の
毎

週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
全

11
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　
25
人

○
古
希
元
気
塾

　
転
倒
予
防
の
た
め
の
運
動
や
、
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
七
〇

元
気
塾
よ
り
も
運
動
強
度
が
や
や
高

い
教
室
で
す
。

日
程　
10
月
６
日
〜
12
月
22
日
の
毎

週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
全

11
回
）

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員　
25
人

○
肩
腰
ら
く
ら
く

　
肩
腰
が
重
た
く
、
動
き
に
く
い
と

感
じ
る
人
を
対
象
に
、
肩
こ
り
や
腰

痛
の
予
防
・
改
善
を
行
い
ま
す
。

日
程　
10
月
３
日
〜
12
月
26
日
の
毎

週
月
曜
日（
祝
日
を
除
く
全

12
回
）

時
間　
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
15
分

定
員　
25
人

60
歳
以
上
の
市
民
対
象

○
か
ら
だ
ニ
コ
ニ
コ
体
操

　
ミ
ニ
ボ
ー
ル
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー

ル
な
ど
の
運
動
用
具
を
利
用
し
、
筋

力
や
柔
軟
性
の
向
上
を
行
い
ま
す
。

日
程　
10
月
３
日
〜
12
月
26
日
の
毎

週
月
曜
日（
祝
日
を
除
く
全

12
回
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
45
分

定
員　
40
人

○
足
腰
元
気

　
筋
力
の
低
下
を
感
じ
る
人
を
対
象

に
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
に
効
果
的
な
筋
力
向
上
の
運

動
を
行
い
ま
す
。

日
程　
10
月
４
日
〜
12
月
20
日
の
毎

週
火
曜
日（
全
12
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

定
員　
30
人

○
い
き
い
き
リ
ズ
ム
体
操

　
体
力
の
向
上
を
目
指
す
人
を
対
象

に
、リ
ズ
ム
体
操
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
10
月
５
日
〜
12
月
21
日
の
毎

週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
全

11
回
）

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
45
分

定
員　
40
人

○
姿
勢
改
善

　
ス
ト
レ
ッ
チ
や
呼
吸
法
、
体
幹
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
健
康
的
な
姿
勢
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

日
時　
10
月
５
日
〜
12
月
21
日
の
毎

週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
全

11
回
）

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
15
分

定
員　
30
人

○
男
性
元
気
ア
ッ
プ

　
運
動
不
足
を
感
じ
る
男
性
を
対
象

に
、
筋
肉
の
柔
軟
性
や
連
動
性
に
ポ

イ
ン
ト
を
絞
っ
た
運
動
を
行
い
ま

す
。

日
程　
10
月
３
日
〜
12
月
26
日
の
毎

週
月
曜
日（
祝
日
を
除
く
全

12
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

定
員　
30
人

○
男
性
体
力
ア
ッ
プ

　
男
性
同
士
で
仲
間
づ
く
り
を
行
い

な
が
ら
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

を
行
い
ま
す
。
男
性
元
気
ア
ッ
プ
よ

り
も
や
や
運
動
強
度
が
高
い
教
室
で

す
。

日
程　
10
月
1
日
〜
12
月
24
日
の
毎

週
土
曜
日（
10
月
22
日
を
除

く
全
12
回
）

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
15
分

定
員　
30
人

全
教
室
共
通
事
項

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

利
用
料　
１
回
２
５
０
円

申
込
受
付
期
間

▽
初
め
て
参
加
を
希
望
す
る
人　

　
９
月
１
日
㈭
〜
７
日
㈬

▽
今
ま
で
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人

　
９
月
８
日
㈭
〜
14
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
か
、
直
接
い
き
い
き

ル
ー
ム
窓
口
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る（
新

規
者
優
先
で
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３

階
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）

福　

祉

在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

参
加
者
募
集

　
市
介
護
を
考
え
る
家
族
の
会「
ひ
だ

ま
り
の
会
」は
、
市
内
に
居
住
す
る
介

護
者
を
対
象
に
、
介
護
の
悩
み
を
語
り

合
っ
た
り
、
日
頃
の
介
護
の
疲
れ
を
癒

し
た
り
す
る
場
と
し
て
、
食
事
会
を
行

い
ま
す
。

　
初
め
て
の
人
も
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　
９
月
15
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

集
合
場
所　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇

町
３
ー
１
０
１
）

行
き
先　
野
々
庵（
遠
賀
郡
岡
垣
町
手て

野の

１
８
３
）

参
加
費　
無
料（
別
途
、
食
事
代
２
０ 

０
０
円
を
現
地
で
支
払
う
）

定
員　
28
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
９
月
10
日
㈯
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
会　
服は

っ
と
り部

☎（
５
８
２
）５
７
９
８（
F
兼
用
）

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

４
０
０
㎖
全
血
献
血
に
ご
協
力
を

　
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
と
共
催
で
献
血

を
行
い
ま
す
。治
療
に
必
要
な
血
液
は
、

全
て
献
血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
血

液
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
血
液
を
必
要
と
す

る
患
者
さ
ん
へ
安
定
し
て
血
液
を
お
届

け
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
献
血
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
献
血
の
条

件
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
６
日
㈫

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
春
日
南
支

店（
大
土
居
３
ー
２
）

持
っ
て
く
る
も
の　
献
血
カ
ー
ド（
手

帳
）

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー（
推
進

課
）

☎（
９
２
１
）１
４
９
３

F（
９
２
１
）０
７
９
９
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県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

一人
親
家
庭
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談

　
子
ど
も
の
養
育
費
な
ど
の
生
活
上
の

問
題
に
関
し
て
、
弁
護
士
が
無
料
で
法

律
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時

▽
昼
間
の
相
談　

９
月
７
日
㈬
、
10
月
５
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
３
時

▽
夜
間
の
相
談　

９
月
14
日
㈬
、
28
日
㈬
、
10
月
12
日

㈬
、
26
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
相
談
時
間
は
約
30
分
で
す
。

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
ー
１
ー

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
６

階
）

定
員　
１
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

※
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日
ま
で
に
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、同
セ
ン
タ
ー

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト(http://fukuoka-

kenboren.jp/legal)

を
見
て
く

だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
連
合
会

☎（
５
８
４
）３
９
２
２

F（
５
８
４
）３
９
２
３

環　

境

家
族
で
満
喫
！
水
源
地〝
椿つ
ば
き
が
は
な

ヶ
鼻
〟

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

　

福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合

は
、
流
域
連
携
基
金
交
流
事
業
の
一
環

と
し
て
、
福
岡
都
市
圏
共
通
の
水
源
地

域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
、
筑

後
川
の
恩
恵
や
自
然
を
守
る
大
切
さ
を

都
市
圏
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

対
象　
福
岡
都
市
圏
居
住
の
小
学
生
や

中
学
生
を
含
む
家
族
お
よ
び
グ

ル
ー
プ
で
、
森
林
保
全
体
験
や

登
山
が
で
き
る
人

日
程　
10
月
１
日
㈯
の
午
前
８
時
30
分

〜
２
日
㈰
の
午
後
５
時
30
分

集
合
解
散
場
所　
福
岡
市
役
所（
福
岡

市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
）

※
現
地
ま
で
は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

　
バ
ス
運
送
は
、
民
間
バ
ス
会
社
に
委

託
し
て
い
ま
す
。

場
所　

日
田
市
前ま

え
つ
え

津
江
町「
ス
ノ
ー

ピ
ー
ク
奥お

く
ひ
た

日
田
キ
ャ
ン
プ

フ
ィ
ー
ル
ド
」

宿
泊
場
所　
同
キ
ャ
ン
プ
場
コ
テ
ー
ジ

※
コ
テ
ー
ジ
は
１
棟
定
員
５
〜
６
人
で

他
家
族
と
同
室
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

事
業
内
容

▽
１
日
目　
大お

お
や
ま山
ダ
ム
の
見
学
、植
樹
、

枝
打
ち
作
業
、
地
元
食
材
を
使
っ
た

料
理（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）、
星
空
観
察

会
▽
２
日
目　
釈し

ゃ
か
だ
け

迦
岳
登
山（
雨
天
時
は

木
工
体
験
な
ど
を
予
定
）

参
加
料　
１
人
２
０
０
０
円（
施
設
使

用
料
、
食
事
代（
１
日
目
夕
食
、

２
日
目
朝
食
・
昼
食
）、
傷
害

保
険
料
な
ど
）

定
員　
40
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
参
加
者
を
決
定
し
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法　
９
月
12
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
申
込

者
全
員
分
の
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名（
よ
み
が
な
）、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号（
緊
急
連
絡
先
）

を
明
記
し
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
組
合

（
〒
810
ー
８
６
２
０
福
岡
市
中

央
区
天
神
１
ー
８
ー
１
ー
６

階
）

☎（
７
３
３
）５
０
０
４

F（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m

b.infow
eb.

ne.jp

家
庭
で
簡
単
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

　
コ
ン
ポ
ス
ト
の
材
料
と
生
ご
み
を
混

ぜ
て
、
微
生
物
の
力
で
栄
養
た
っ
ぷ
り

の
堆
肥
を
作
る「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
」の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、
参
加
者
は
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
用
具
の
購
入
費
補

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
９
月
21
日
㈬

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
学
習
室
１（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
印
鑑

（
用
具
購
入
費
補
助
希
望
者
の

み
）

申
込
方
法　
９
月
14
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み

減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

講
演
講
座

陶
芸
体
験
教
室
開
催

参
加
者
募
集

　
焼
き
物
に
興
味
が
あ
る
人
、
陶
芸
を

し
て
み
た
い
人
な
ど
、
焼
き
物
作
り
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
作
っ
た
作
品

は
窯
で
焼
き
、
後
日
渡
し
ま
す
。

対
象　
20
歳
以
上

日
時　
９
月
23
日
㈮

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
作
陶

室（
大
谷
６
ー
24
）

材
料
費　
５
０
０
円（
粘
土
・
焼
成
費
）

定
員　
10
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
９
月
10
日
㈯（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
送
る（
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

は
不
可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
陶
友
会

　
嘉か

す
う数（
〒
816
ー
０
８
３
３
紅

葉
ヶ
丘
東
７
ー
１
１
８
）

☎（
５
７
４
）６
５
４
８（
F
兼
用
）

ぶ
ど
う
の
庭
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
案
内

　
施
設
紹
介
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

市
民
公
益
団
体
一
覧
、
ア
ク
セ
ス
や
問

い
合
わ
せ
先
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

９
月
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
情
報

○
第
３
回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座（
秋
〜

冬
の
花
の
種
ま
き
）

　
家
庭
や
地
域
で
の
花
つ
く
り
セ
ミ

ナ
ー（
日
時
：
９
月
10
日
㈯
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
、
講
師
：
吉よ

し
だ田
博ひ
ろ
み美

さ
ん（
宗
像
市
で
、
３
０
０
坪
の
庭

に
約
３
０
０
種
以
上
の
植
物
を
植
え

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
開
催
）

○
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室（
ピ
ッ
コ
ロ
ム
ジ

カ
）

　
音
楽
教
育
に
リ
ズ
ム
運
動
を
取
り

入
れ
、
体
で
覚
え
る（
歩
く
よ
う
に

な
っ
た
子
ど
も
〜
未
就
学
児
と
保
護

者
、
毎
月
第
１・２・３
木
曜
日
、
午

前
９
時
30
分
〜
10
時
）

○
お
や
こ
ｄデｅ
わ
く
わ
く
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
音
楽
の
中
で
伸
び
伸
び
元
気
な
、

心
と
体
を
育
て
る（
毎
月
第
１
月
曜

日
、
▽
１
歳
６
カ
月
〜
３
歳
：
午
前

10
時
〜
10
時
30
分
▽
生
後
６
カ
月
〜

１
歳
６
カ
月
：
午
前
10
時
45
分
〜
11

時
15
分

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

info@
budounoniw

a.com

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ぶ
ど
う
の
庭

春
日
市
須
玖
北
５
ー
１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　
F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com

/
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初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場
で
焼
き
物
作
り

を
楽
し
み
な
が
ら
、
古
代
の
陶
芸
家
の

気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
作
っ
た
作
品
は
窯
で
焼
き
、
後
日
渡

し
ま
す
。

日
程　
10
月
８
日
㈯

時
間

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ヶ

丘
１
ー
４
）

材
料
費　
粘
土
５
０
０
ｇ
当
た
り
３
０ 

０
円

定
員　
各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
９
月
８
日
㈭
〜
10
月
７
日

㈮
ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
希
望
時
間
を
伝
え
る

※
申
し
込
み
は
、
参
加
者
本
人
ま
た
は

そ
の
家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館（
岡
本
３
ー
57
）

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

県
民
講
座
２
０
１
６
参
加
者
募
集

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
講
座

で
、
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
９
月
24
日
㈯

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
20
分

場
所　

同
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
研
修
室

（
原
町
３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
７
階
）

時
間
・
演
題
・
講
師

▽
午
後
１
時
10
分
〜　

在
日
朝
鮮
人
の
人
権
と
生
活
〜
当
事

者
の
体
験
か
ら
〜

徐そ　
麻ま

み弥
さ
ん（
在
日
朝
鮮
人
３
世
）

▽
午
後
２
時
50
分
〜

「
え
っ
、
わ
た
し
だ
け
？
」〜「
外
国

人
だ
か
ら
当
た
り
前
」は
、
本
当
に

当
た
り
前
？
〜

桑く
わ
の野
カ
メ
リ
ア
さ
ん（
Ｌ
Ｌ
ネ
ッ
ト

コ
ア
く
る
め
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、英
語
、

仏
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
教
師
）

申
込
方
法　
９
月
17
日
㈯
ま
で
に
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
郵
便
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直
接
窓
口
の

い
ず
れ
か
で
参
加
申
込
書（
講

座
案
内
裏
面
）を
提
出
す
る

か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.fu

k
u

o
k

a
k

e
n

-
jinken.or.jp/

）か
ら
申
し
込

む

※
申
込
書
は
、
同
セ
ン
タ
ー
、
市
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん

（
光
町
１
ー
73
）に
設
置
し
て
い
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
人
権
啓
発

情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
課

☎（
５
８
４
）１
２
７
１

F（
５
８
４
）１
２
７
３

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

上
級
救
命
講
習

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他
の
応

急
処
置
を
身
に
付
け
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

※
筆
記
・
実
技
試
験
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂
川

町
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る

中
学
生
以
上
の
人

日
時　
10
月
９
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

分

場
所　
同
消
防
署（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
署
本

署
救
急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）

　　　　　　【相談日】毎週月〜金曜日
　　　　　【時　間】午前10時〜午後0時15分
　　　　　　　　　午後1時〜4時
　　　　　【場　所】市消費生活センター
	 　　　　 （光町1-73）

消 費生活 信通

多重債務は解決できます

　多重債務とは、複数の貸金会社から借り入れ
を繰り返し、その返済が困難となっている状態
です。
　「倒産により失業し、住宅ローンや子どもの
教育費などが払えなくなった後も思うように仕
事が見つからず、生活のために借金を重ねた結
果、返済ができなくなる」といった事例があり
ます。
解決できる４つの方法（債務整理）
①任意整理（借金総額が比較的少ない場合など）

　裁判所を通さず、当事者が私的に話し合い
をして、返済方法や金額を整理する方法。弁
護士や司法書士に依頼することが多い。

②特定調定（借金をしている貸金業者数が少な
い場合など）
　簡易裁判所に調定手続きをし、選任された
調停委員を間に入れ、業者と返済計画を立て
直す話し合いをする方法。

③個人版民事再生（借金をしている賃金業者や
額が多い場合など）
　裁判所に申し立てをし、認められれば借金
の一部を原則３年で払うことを条件に、残り
の借金返済を免除してもらう方法。

④自己破産（返済の見込みがない場合など）
　①〜③による債務整理が困難な人の最終手
段。地方裁判所に申し立てをし、支払いを免
責してもらう方法。

　市消費生活センターでは、多重債務の解消に
ついての相談を受け付けています。また、月に
１回弁護士による無料相談も行っています。
※個人間の貸し借りについては受け付けできま

せん。

￥
請
求
書
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オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

勉
強
会

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
・
人
工

ぼ
う
こ
う
を
つ
け
て
い
る
人
）や
、
そ

の
家
族
な
ど
を
対
象
に
し
た
勉
強
会
で

す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

対
象　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
、
家
族
、
医
療

関
係
者
、
介
護
職
員
、
そ
の
他

希
望
者

日
時　
９
月
17
日
㈯

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３ 

ー
１
ー
７
）

内
容　
ス
ト
ー
マ
造
設
手
術
後
の
身
体

機
能
障
害
と
そ
の
改
善
対
策

講
師　
武た

け
い井
実み

ね

お
根
雄
さ
ん（
福
岡
原
三

信
病
院
医
師
）

問
い
合
わ
せ
先　

▽
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
県
支
部
事
務
局　

　
☎（
５
７
２
）７
７
８
８（
F
兼
用
）

▽
同
会
筑
紫
分
会　
西に

し
は
ら原

　
☎
０
８
０（
５
２
８
３
）８
３
２
５

　
☎（
５
０
１
）８
３
２
５（
F
兼
用
）

家
庭
教
育
学
級
公
開
講
座

「
い
い
ん
だ
よ
」は
魔
法
の
言
葉

　
不
登
校
の
生
徒
と
日
々
関
わ
り
、
心

の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
名
物
校
長

が
、
心
の
癒
し
に
重
点
を
置
い
た
教
育

実
践
を
も
と
に
講
演
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

　
託
児（
市
民
優
先
、
９
月
５
日
㈪
の

午
前
10
時
〜
８
日
㈭
の
午
後
５
時
ま
で

に
電
話
で
予
約
、
１
人
３
０
０
円
、
先

着
10
人
、
生
後
６
カ
月
〜
３
歳
）、
手

話
通
訳
・
要
約
筆
記（
９
月
８
日
㈭
ま

で
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
予
約
）も
あ
り
ま

す
。

日
時　
9
月
23
日
㈮

午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午

前
９
時
30
分
〜
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
旧
館
１
階（
大
谷
６—

24
）

講
師　
齋さ

い
と
う藤
眞ま
さ
と人
さ
ん（
立
花
高
等
学

校
校
長
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課

社
会
教
育
担
当

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

生
活
お
た
す
け

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
支
援
を
必
要

と
す
る
人
へ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
手
伝
い

を
し
て
も
ら
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ

り
、
講
座
終
了
後
、
生
活
支
援

グ
ル
ー
プ
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
で
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
協
力
で
き
る

人

日
時　
９
月
14
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分

場
所　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会

議
室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

か
す
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
昇
町

３
ー
１
０
１
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

kasuga-volo@
aioros.ocn.

ne.jp

認
知
症
に
つ
い
て
考
え
る
つ
ど
い

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い
人
を
対

象
に
し
た
県
民
介
護
講
座
で
、
参
加
は

無
料
で
す
。

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://w

w
w

.fsw
.or.jp/

）

を
見
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
12
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

内
容　

▽
講
演　
認
知
症
に
な
っ
て
も
こ
の
町

で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
種
ま
き　

▽
介
護
劇
講
演　
認
知
症
を
や
さ
し
く

つ
つ
み（
堤
）こ
ん
で

定
員　
２
８
０
人

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
社
会
福
祉

協
議
会
介
護
実
習
課

☎（
５
８
４
）３
３
５
１

F（
５
８
４
）３
３
５
４

聴
覚
障
が
い
者
向
け
字
幕
ビ
デ
オ
制
作

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
県
内
に
居
住
し
、
講
座
終
了
後
に
字

幕
ビ
デ
オ
制
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。

日
時　
10
月
６
日
〜
12
月
８
日
の
毎
週

木
曜
日（
11
月
３
日
、
10
日
除

く
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

県
聴
覚
障
害
セ
ン
タ
ー（
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
３
階
、

原
町
３
ー
１
ー
７
）

定
員　
８
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
９
月
23
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、
は
が
き
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
、
志
望
動
機

を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
聴
覚
障

害
者
セ
ン
タ
ー（
〒
816
ー
０
８ 

０
４
原
町
３
ー
１
ー
７
）

☎（
５
８
２
）２
４
１
４

F（
５
８
２
）２
４
１
９

パ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド

養
成
講
座

　
Ｎ
Ｐ
О
法
人
緑
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
主

催
の
事
業
で
、高
齢
者
や
車
椅
子
の
人
、

障
が
い
者
の
方
々
と
公
園
内
を
散
歩
し

な
が
ら
、
人
と
人
と
の
や
さ
し
い
関
係

が
生
ま
れ
る
福
祉
型
公
園
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
公
園
内
の
花
や
樹
木
な
ど

を「
香
る
、
触
れ
る
、
葉
音
に
耳
を
澄

ま
す
」な
ど
、五
感
を
磨
く
楽
し
い
パ
ー

ク
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
を
学
ぶ
講
座
で

す
。
原
則
２
日
間
で
す
が
、
１
日
だ
け

の
参
加
も
可
能
で
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

日
時　
９
月
３
日
㈯
、
24
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
春
日
公
園
自
然
観
察
館
２
階
会

議
室

内
容　

▽
９
月
３
日
㈯　

講
義
：
高
齢
者
に
寄
り
添
う（
講
師
：

隈す
み
か
わ川
浩こ
う
へ
い平
さ
ん
）、

実
習
：
ハ
ー
ブ
園
芸
講
座

▽
24
日
㈯　

講
義：障
が
い
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト（
講

師
：
張ち
ょ
う　
正ま
さ
よ
し好
さ
ん
）

実
習
：
パ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス
巡

り
参
加
費　
５
０
０
円（
２
日
間
の
資
料

代
）

定
員　
20
人

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
営
春
日
公

園

☎（
５
９
２
）０
５
４
４

F（
４
０
４
）０
５
０
１
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募　

集

我
が
家
の
自
慢
猫
、
ご
長
寿
犬

写
真
大
募
集

　
室
内
で
飼
育
し
て
い
る
自
慢
の
猫
、

長
寿
自
慢
の
犬
の
写
真
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
写
真
は
、
10
月
９
日
㈰
、
だ

ざ
い
ふ
遊
園
地
で
開
催
さ
れ
る「
福
岡

県
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で
展

示
し
ま
す
。

応
募
資
格　
春
日
市
、
筑
紫
野
市
、
大

野
城
市
、
太
宰
府
市
、
那
珂
川

町
に
居
住
し
、
次
の
条
件
を
満

た
す
こ
と

▽
完
全
室
内
飼
育
で
、
迷
子
札（
所
有

者
明
示
）を
付
け
て
い
る
猫

▽
13
歳
以
上
の
大
型
犬
、
15
歳
以
上
の

中
小
型
犬

※
畜
犬
登
録
済
み
で
、
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

申
込
方
法　
９
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
Ｌ

サ
イ
ズ
の
写
真
１
枚（
ま
た
は

Ｌ
サ
イ
ズ
２
枚
ま
で
）を
郵
送

す
る

※
応
募
用
紙
は
、
市
環
境
課（
市
役
所

３
階
）か
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務

所（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー
25
）

に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
事
務
所
保

健
衛
生
課
生
活
衛
生
係

☎（
５
１
３
）５
５
９
９

F（
５
１
３
）５
５
９
８

　「やさしさ」
春日小学校６年　　　　

　　
　　　　　　　　　　　　　山

や ま す え

末悠
ゆ う た

太

　ぼくは「社会を明るくする運動」というテーマを見て、
社会はどうやったら明るくなるのかを考えました。また、社
会を明るくするためにできていることがあるのか、自分をふ
り返りました。すると、一つのことが思いうかびました。そ
れは「友達にやさしくする」ということ。これが、この社会
を明るくするのかもしれないと思いました。
　ぼくの通っている春日小学校での、ある昼休みのことで
す。ぼくはみんなとドッジボールで遊んでいました。すると、
同じ学年の人が一人で遊んでいるのが目に入りました。ぼ
くはその友達に声をかけ、ドッジボールにさそいました。そ
の友達が笑顔でドッジボールをしているのを見て、ぼくもう
れしくなりました。もしかしたら、これは社会が明るくなる
一歩かもしれない。さそわれた人がまた人をさそい、みん
なが笑顔になっていくかもしれない。そう考えました。
　やさしくして笑顔になるのは友達だけだろうか。家族もや
さしくしたら笑顔になるのか考えました。例えば、お母さん
が茶わん洗いなどでいそがしそうな時に手伝ったことがあり
ました。手伝っている時は一生けん命になり過ぎてお母さん
を見るひまなどありませんでした。でも終わった後には、あ
りがとうと笑顔でお礼を言ってくれました。お礼を言われる
とこっちまでうれしくなってきて、二人とも良い気分になり
ました。
　でも、知らない地域の人はどうなのかな。友達や家族は
ぼくを知っているから笑顔でお礼を言ってくれるのではない
のかと、疑問に思いました。しかし、その疑問が解決する
出来事がありました。
　ある日のことでした。ぼくは学校から帰ってすぐ、歩いて
遊びに行きました。その時、前を歩いていた知らない人が、
ハンカチを落としました。ぼくはそのハンカチを拾ったけれ
ど、知らない人だったので声をかけるかとても迷いました。
でも、勇気を出して声をかけました。
「落としましたよ。」

　前の人はふっとふり返りました。その時に
「ありがとね。」
とやさしく笑顔で言ってくれました。知らない人でもやさし
くすると笑顔になったのです。
　このことから、社会を明るくするというのは、人にやさし
くしてたくさんの人が笑顔になることだと思います。そして、
やさしくしよう、笑顔にしたいという心をもつことが大切だ
と思います。世の中で犯罪が起こるのはその人にやさしくで
きなかったからだと思います。だから、男女関係なく人にや
さしくすることでこの世の中から犯罪は消えると思うし、こ
の社会が平和で楽しくなると思います。
　ぼくが住んでいる春日市には、ぼくたちのような子どもや
小・中学校の先生、毎朝横断歩道に立ってあいさつをし
ながらぼくたちの登下校の安全を見守ってくださる地域の
方々が住んでいます。また、春日小学校のとなりには、ぱれっ
と館があり、障がいがある方が、おいしいパンを焼いたり
かわいいキーホルダーを作ったりしながらお仕事をされて
います。このように、さまざまな人が住んでいます。その中で、
自分のことばかり考えて人を差別してしまうと、犯罪が起こ
ると思います。そこで、みんなで笑顔でくらせるように、ぼ
くはまず、あいさつをしたり、大人の人に敬語でていねい
に話したり、困っている人を助
けたりしたいです。それが、社
会を明るくするために、自分が
できることだと思います。
　ぼくは、友達、家族、地域
の人みんなが笑顔になるよう、
やさしさの種をまきたいです。

７月９日にふれあい文化センターで行った第66
回「社会を明るくする運動」推進大会の一環とし
て、市内の４小学校から募集した作文の優秀作品
を、４回にわたって紹介します。

△更生保護のマスコット
キャラクター
更生ペンギンのホゴちゃん
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国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
岡
ー
や
よ
い

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト「
夢
を
生
き
る
賞
」

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
は
、社
会
的・

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
支
援
が
必

要
な
女
性
に
、
経
済
的
援
助
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
女
性

▽
家
族
に
対
し
て
主
な
経
済
的
扶
養
責

任
を
負
っ
て
い
る
人

▽
職
業
・
技
能
訓
練
校
、
専
門
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
の
学
部
課
程（
大

学
院
を
除
く
）に
在
籍
中
、
ま
た
は

入
学
許
可
済
み（
通
信
教
育
課
程
も

可
）の
人

賞
金

▽
ク
ラ
ブ
賞　
12
万
円

※
リ
ジ
ョ
ン
賞
へ
の
推
薦
が
あ
り
ま

す
。

▽
リ
ジ
ョ
ン
賞　
20
万
円

※
ア
メ
リ
カ
連
盟
賞
へ
の
推
薦
が
あ

り
ま
す
。

▽
ア
メ
リ
カ
連
盟
賞　

３
０
０
０
〜

５
０
０
０
ド
ル

応
募
期
限　
10
月
31
日
㈪

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
福
岡
ー
や
よ
い

☎（
５
９
５
）２
５
１
２

F（
５
９
６
）７
６
６
７

相　

談

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ

集
中
相
談
会

　
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
、
マ

タ
ハ
ラ
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
電
話

や
面
談
で
相
談
を
受
け
ま
す
。
希
望
に

よ
り
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時　
９
月
14
日
㈬
〜
15
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

※
弁
護
士
相
談
は
、
９
月
15
日
㈭
の
午

後
３
時
〜
７
時
で
す
。

場
所　

県
福
岡
労
働
者
支
援
事
務
所

（
福
岡
市
中
央
区
赤あ

か
さ
か坂
１
ー

８
ー
８
福
岡
県
福
岡
西
総
合
庁

舎
５
階
）

相
談
員　
福
岡
労
働
者
支
援
事
務
所
職

員

問
い
合
わ
せ
先　
同
事
務
所

☎（
７
３
５
）６
１
４
９

F（
７
１
２
）０
４
９
７

全
国一斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

　
９
月
５
日
㈪
〜
11
日
㈰
は
、
全
国
一

斉「
高
齢
者・障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
」強
化
週
間
で
す
。
高
齢
者
や
障

が
い
者
に
関
す
る
人
権
問
題
に
つ
い
て

の
相
談
を
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
生
活
上
の
心
配
ご
と
、
家
庭
内
や
近

隣
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
嫌
が
ら
せ
や
虐
待

な
ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職

員
が
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
日
時

▽
９
月
５
日
㈪
〜
９
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
９
月
10
日
㈯
〜
11
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
電
話
番
号

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
法
務
局
人
権
擁

護
部

☎（
８
３
２
）４
３
１
１

F（
８
３
２
）４
３
２
３

福
祉
サ
ー
ビ
ス

苦
情
解
決
事
業

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や
そ
の
家

族
を
対
象
と
し
た
、
福
祉
施
設
や
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
提
供
さ
れ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
を
解
決
す

る
事
業
で
す
。

　
苦
情
に
つ
い
て
事
業
所
と
の
話
し
合

い
で
解
決
し
な
か
っ
た
り
、
直
接
話
し

に
く
か
っ
た
り
す
る
場
合
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
、

　
相
談
は
無
料
で
す
。

相
談
日
時　
毎
週
月
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
運
営
適
正

化
委
員
会
事
務
局（
県
社
会
福

祉
協
議
会
内
）（
原
町
３
ー
１
ー

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階
西

棟
）

☎（
９
１
５
）３
５
１
１

F（
５
８
４
）３
７
９
０

全
国一斉
開
催

法
務
局
休
日
相
談
所（
福
岡
法
務
局
）

　
福
岡
法
務
局
は
、
相
続
な
ど
土
地
・

建
物
の
登
記
、
境
界
ト
ラ
ブ
ル
、
成
年

後
見
、
戸
籍
、
国
籍
、
供
託
、
人
権
問

題
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
る
、
休
日

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
法
務
局
職
員
、
司

法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
な
ど
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
10
月
２
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
福
岡
法
務
局
本
局（
福
岡
市
中

央
区
舞ま

い
づ
る鶴
３
ー
９
ー
15
）

申
込
方
法　
９
月
５
日
㈪
〜
30
日
㈮
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、
電

話
で
予
約
す
る

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
法
務
局

民
事
行
政
調
査
官
室

☎（
７
２
１
）９
３
８
３

司
法
書
士
・
税
理
士
に
よ
る

相
続
合
同
相
談
会

　
九
州
北
部
税
理
士
会
と
県
司
法
書
士

会
が
合
同
で
、
相
続
に
つ
い
て
面
談
に

よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
法
律
と
税
務
を
一
緒
に
解
決
で
き
る

良
い
機
会
で
す
。

　

予
約
不
要
で
相
談
は
無
料
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
15
日
㈯

午
後
１
時
〜
５
時（
受
付
：
午

後
４
時
ま
で
）

※
１
相
談
あ
た
り
30
分
程
度
で
す
。

場
所　

福
岡
ビ
ル
９
階
第
５
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー

11
ー
17
）

定
員　
18
組（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　
県
司
法
書
士
会
事
務
局

※
平
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

の
間
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

☎（
７
２
２
）４
１
３
１

F（
７
１
４
）４
２
３
４

開
設
し
ま
し
た

若
年
性
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
県
は
、
若
年
性
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
に
対
し
て
、
相
談
を
受
け
、
そ
の

人
に
応
じ
た
医
療
・
福
祉
・
就
労
な
ど

の
関
係
機
関
の
紹
介
や
、
必
要
な
情
報

の
提
供
な
ど
の
支
援
を
行
う
た
め
、「
若

年
性
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を

開
設
し
ま
し
た
。

　
電
話
ま
た
は
面
談（
要
予
約
）に
よ
る

無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
内
容
な
ど
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
日
時　
火
〜
土
曜
日
の
午
前
10
時

〜
午
後
４
時（
年
末
年
始
、
盆

除
く
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

面
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
若
年
性

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎（
５
７
４
）０
１
９
６（
F
兼
用
）
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そ
の
他

敬
老
の
日

ナ
ギ
の
木
苑
は
開
館
し
ま
す

　
ナ
ギ
の
木
苑
は
通
常
、
祝
日
は
休
館

日
と
し
て
い
ま
す
が
、
９
月
19
日
㈪
は

敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
開
館
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
カ
ラ
オ
ケ
や

踊
り
を
楽
し
め
、
午
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
演
芸
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
９
月
19
日
㈪

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

※
浴
場
の
利
用
は
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
６
時
30
分
ま
で
で
す
。

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木

苑（
星
見
ヶ
丘
１
ー
７
ー
１
）

※
施
設
利
用
に
は
、
利
用
料
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先　
ナ
ギ
の
木
苑

☎（
５
９
５
）０
５
１
３（
F
兼
用
）

重
大
な
消
防
法
令
違
反
の
建
物

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表

　
建
物
の
利
用
者
自
ら
が
、
そ
の
建
物

の
危
険
性
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
、

利
用
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
、
消

防
が
立
入
検
査
の
際
に
入
手
し
た
重
大

な
消
防
法
令
違
反
を
、
春
日
・
大
野

城
・
那
珂
川
消
防
本
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://fukuoka.kon119.or 
.jp/

）で
公
表
し
ま
す
。

対
象
の
建
物　
飲
食
店
・
店
舗
な
ど
不

特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
建

物
や
、
病
院
・
社
会
福
祉
施
設

な
ど
１
人
で
避
難
す
る
こ
と
が

難
し
い
人
が
利
用
す
る
建
物

※
公
表
の
対
象
と
な
る
違
反
、
時
期
、

内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
春
日
・
大
野
城
・
那

珂
川
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
５

F（
５
８
４
）１
２
０
０

冷
水
道
路
回
数
券
の

払
い
戻
し
期
限

　
回
数
券
払
い
戻
し
の
期
限
が
迫
っ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
回
数
券
を
持
っ
て

い
る
人
は
早
め
に
払
い
戻
し
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
受
付
時
間
や
払
戻
方
法
な
ど
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

払
戻
期
限　
11
月
30
日
㈬（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
も
可
）

払
戻
場
所　
旧
冷
水
道
路
料
金
所（
筑

紫
野
市
大
字
山や

ま
え家
）

必
要
な
も
の　

未
使
用
回
数
券
、
回

数
券
払
戻
申
請
書（
県
道
路
公

社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.fukuoka-dk.jp/

inform
ation/info-cont1/

info0.php#1

）か
ら
入
手
）

問
い
合
わ
せ
先　
県
道
路
公
社
業
務
推

進
課

☎（
６
４
１
）０
１
０
３

F（
６
４
１
）０
２
０
２

市民図書館から未
来
に
ホ
ン
気
！

未
来
に
ホ
ン
気
！

　図書館の窓口で「あんどん作りの参考になる本はありませんか」というお尋ねがありました。
自宅用に1つ作ってみたいとのこと。10月には春日奴国あんどん祭りが開催され、現在あんど
んアートコンテストの作品も募集中です。ますます創作意欲が湧いてきますね。図書館はあな
たのもの作りを応援します。

　懐中電灯を電源に使用した小さな子どもから楽しめる工作を紹介
した本。昔なつかしい手影絵にもぜひ挑戦してください。この本で
紹介しているあんどん作りは、紙コップや牛乳パックなどの身近な
材料を使ったもの。牛乳パックの表面を一層剝いで、好きな絵を描
くだけで、ほらマイあんどんの出来上がり！

　ちょっと本格的なあんどんを作ってみましょう。あんどん作りで
面倒なのが、土台の電球部分ですが、ポイントを押さえればそう難
しくありません。季節の切り絵の紙あんどんや組子あんどんなど、
和紙を使った明かりの作り方をわかりやすく解説した本です。和の
魅力的な空間づくり、部屋の演出の参考にもなります。

　あんどんの土台はできたが、デザインが浮かばないし、絵も苦
手・・。そんな人には切り紙をお勧めします。この本では、世界の
文明や生活の中で伝えられてきた文様を、切り紙の技法で再現し
ています。和柄とはまた一味違ったエキゾチックなあんどんの仕上
がりが期待できます。

『かいちゅうでんとうのふしぎ工作』
　　　　　　 立

たちばな
花愛

あいこ
子・佐

さ さ き
々木　伸

しん
／著　偕成社　J750ﾁ【棚15】

『和紙で作るあかりの空間』 
　　　　　　　　　　　スタジオタッククリエイティブ　754.9ﾜ 【棚27】

『世界の文様切り紙』　　
　　　　　　　　　　上

かみこうち
河内美

み わ
和／著　誠文堂新光社　754.9カ【棚27】

あんどんを作ってみよう

図書館はあなたのものづくり
を応援します！
こんな相談がありました
▷はんてんを作りたい
▷ハロウィーンで着る衣装の

参考となる本はないか
▷犬の洋服を作りたい
▷自宅にウッドデッキを作りた

い
▷つなぎ折鶴の折り方を知り

たい
▷庭で採れた実でジャムを作

りたいなど
作り方が分
かる本 が、
色々ありま
す。気軽に
尋ねてくだ
さい。

もっと身近に
暮らしのなかに

図書館を

市民図書館（大谷6-24） ☎（584）4646 F（584）3900
 http://www.library.city.kasuga.fukuoka.jp/

開館時間　㈫〜㈭・㈰：午前10時〜午後6時
㈮・㈯：午前10時〜午後8時

△『こどもの手作り仮
装コスチューム』
誠文堂新光社



9月の行事予定表

今月の休館日

5日㈪、12日㈪、
19日㈪、20日㈫、
22日㈭、26日㈪

あそぼ～
　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未
就学児は保護者同伴）。室内遊具や運動遊具の貸し出しがあり、
行事がない時でも、いろいろな遊具で遊べます。また、たまには
育児から解放されてリフレッシュしたいという保護者を対象
とした、託児付きの行事もあります。

　　　開館時間　
午前 10 時～午後 5時

▶　 の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）▶表中の金額は参加費など▶ は申し込みが必要（9 月 1 日（木）午後 5 時以降
に申し込み。受付／午後 6 時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）▶申し込みは 1 人 1 行事まで▶天候
により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

子育て広場
未就学児と保
護者対象。
友達づくり、
子育て情報な
どの交換の場。

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：7日㈬、8日㈭
▶光町：1日㈭、14日㈬

▶毛勝：2日㈮、16日㈮
▶白水：8日㈭、9日㈮、28日㈬、29日㈭

午前11時〜
11時40分

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：23日㈮
▶光町：30日㈮

▶毛勝：14日㈬
▶白水：13日㈫ 午前10時30分〜

（1時間程度）ニコニコくらぶ
（2歳以上）

▶須玖：15日㈭、16日㈮、29日㈭、30日㈮
▶光町：8日㈭、9日㈮、23日㈮、28日㈬

▶毛勝：8日㈭、9日㈮、28日㈬、29日㈭
▶白水：14日㈬、15日㈭、23日㈮

大土居 1 ｰ38　☎（581）5614 F（581）5616

天神山 1-213　☎（593）2777 F（593）2801光町 2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 F（501）7033

須玖南 2 ｰ120　☎（573）2431 F（584）7739

3日（土） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

7日（水）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）　
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやか
ルーム

10日（土） 遊びの出前！児童センター　午前10時30分〜11時30
分、場所：春日野小ときめきホール

16日（金） 楽しいおはなし会　午前11時〜11時30分

17日（土）
かんたんクッキング（白玉パフェ）
午前10時15分〜正午、10人、150円 

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

24日（土） かんたん工作（季節のプレゼント作り）午前10時30分〜正午、10人、100円 

25日（日） ワイワイ広場　午後2時〜3時

29日（木） すくすく育児相談　午前10時〜11時30分

7日（水） みんなD
デ
Eあそぼ　午後4時〜4時20分

10日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午
おはなし広場　午後2時〜2時30分

13日（火）
ママの”ホッ”とタイム（リフレッシュ☆ヨガ）午前10時15
分〜11時30分、12人 　※あればヨガマット持参、託児
は6日㈫までに要申込（1人500円）

14日（水） みんなD
デ
Eあそぼ　午後4時〜4時20分

18日（日）
みんなで工作（フリフリマグネットをおくろう）　
午前10時15分〜正午、10人、50円 
親子であそぼう　午後3時〜3時20分

21日（水） みんなD
デ
Eあそぼ　午後4時〜4時20分

25日（日）
楽しいクッキング（手作りウインナーでホットドック）
午前10時15分〜正午、12人、100円 
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

28日（水） みんなD
デ
Eあそぼ　午後4時〜4時20分

3日（土） 道場やぶり（ストラックアウトゲーム）　午後2時〜3時

7日（水）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）　
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやか
ルーム

10日（土） 運動遊び（風船バレー）　午後2時〜3時

11日（日） けかつ広場（ミサンガを作ろう）　午後2時〜3時

17日（土）
作ってあそぼう（手作り「うちわ」を贈ろう！）
午後2時〜3時30分、10人 

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

25日（日）
かんたんクッキング（冷めてもおいしい鶏そぼろ丼）　
午前10時30分〜正午、10人、150円 

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

30日（金） おはなしだいすき　午前11時〜11時30分

児童
センター毛勝

児童
センター白水児童

センター光町

児童
センター須玖

3日（土） わんぱく広場（ドッジボール大会）　午後2時〜3時

7日（水）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）　
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやか
ルーム

10日（土） 道場やぶり（エアボール対決）　午後2時〜3時
11日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上
16日（金） おはなしな〜に？　午前11時〜11時30分
17日（土） わんぱく広場（スリッパ卓球）　午後2時〜3時

18日（日）
作ってわくわく（パワーストーンでご長寿ブレスレット）
午後2時〜3時、20人 
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

25日（日） わくわくクッキング（シナモンロールミニ）　午前10時15分〜正午、12人、100円 

30日（金）
ママの”ホッ”とタイム（ヨガ＆お抹茶でリフレッシュタイム）
午前10時30分〜正午、15人 　※託児は23日㈮まで
に要申込（1人500円）
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さよなら土星！

開館日時／金～日曜日　午後2時～9時
（9月15日までは午後9時30分まで）
場所／下白水209-171白水大池公園内

☎（558）9099   F（558）9023
※閉館日は星の館管理会社に転送します。

http://hoshinoyakata.com/
　 starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

期　日 時　間 内　容
9月2日㈮〜4日㈰ 午後７時30分〜

９時30分

二重星をみよう
9日㈮〜11日㈰ さよなら！土星観望会

15日㈭ 中秋の名月観望会
16日㈮〜18日㈰ 午後７時〜

９時

秋の名月をパシャリ
23日㈮〜25日㈰ 二重星をみよう
30日㈮〜10月2日㈰ 星空は夏から秋へ

主な公共施設の連絡先
春日市役所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1111
いきいきプラザ（健康スポーツ課）‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1134
いきいきプラザ（子育て支援課）‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1010
いきいきプラザ（市民課西出張所）‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1133
すくすくプラザ（須玖児童センター）‥ ‥‥‥‥‥‥☎（573）2431
ふれあい文化センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター じょなさん‥‥‥☎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1144
総合スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）3234
温水プール‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（915）3500
北スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（592）3600
春日警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（580）0110
下白水交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1873
春日原交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）0342
春日南交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1191
火事の問い合わせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎0180（999）888
春日那珂川水道企業団‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）7001
ハート館かすが‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（513）1766
教育支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（517）0396
福祉ぱれっと館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）7225
春日市北地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（589）6227
春日市南地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）8188
ナギの木苑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）0513
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）1826
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世
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若
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極
的
に
他
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と
触
れ
合
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、
意
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を
ぶ
つ

け
、
心
の
交
流
を
行
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そ
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他
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る
こ
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の

第
一
歩
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
志  

11月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号を書いて郵送してください。
平成28年10月3日㈪（当日消印有効）までの到着分の中から抽選で決定します。
送り先　市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816 ８ー５０１春日市役所）　　  　　※写真は返却できません。

※天候などにより内容が変更になる場合があります。

土
つ ち だ

田　悠
ゆ う と

人ちゃん
平成26年9月6日生

（須玖南）

待
まつとり

鳥　七
な な み

碧ちゃん
平成27年9月12日生

（須玖南）

荒
あらまき

牧　結
ゆ い

衣ちゃん
平成26年9月14日生

（日の出町）

永
な が た

田　紗
すず

ちゃん
平成27年9月16日生

（昇町）

村
むらなか

中　優
ゆ う き

己ちゃん
平成27年9月24日生

（大谷）

礒
いそなが

永　結
ゆ い

彩ちゃん
平成27年9月25日生

（岡本）

荒
あらまき

巻　瑞
み ゆ

悠ちゃん
平成27年9月17日生

（小倉）

納
のうとみ

富　優
ゆ う な

奈ちゃん
平成26年9月3日生

（紅葉ヶ丘西）

森
もりやま

山　結
ゆい

ちゃん
平成27年9月8日生

（岡本）

岩
いわさき

﨑　暖
だん

ちゃん
平成26年9月9日生

（小倉）

　白水大池公園星の館は、毎週、季節の星座や天文現象の観
望会を行っています。参加は無料で、初心者でも指導員がて
いねいに案内しますので、気軽に来館してください。

上記以外の天体観測も行っています。
昼間は太陽なども観察できます。
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■春日市総合情報メール

防犯・防災情報や子育て情報、健康情報な
ど11分野の行政情報を携帯電話などにメー
ル配信するサービスです。

市
報

平
成

28年
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1日
号

  №
1076　

発
行
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春

日
市

〒
816−

8501 福
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県
春
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市
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w
w
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／
春
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秘
書
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報

課
広

報
広

聴
担

当
☎

092（
584）1111（

代
表

）　
F

092（
584）1145

 info@
city.kasuga.fukuoka.jp

〈広告欄〉 広告に関するお問い合わせ先　㈱ホープ　☎ 092（716）1404

お宝文化百選

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

■社会教育課社会教育担当
　☎（575）4121　F（593）7380

市
の
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春日市防災ツイッターやっています（情報発信のみ）
　　　kasuga_bousai

　四季の道は、大土居交差点近く
にある国指定特別史跡「水城跡」の
丘陵の南側のすそ野を巡るような
遊歩道です。
　四季を彩るさまざまな樹木が植
えられており、奥にある水城跡の
広場には、休憩施設や子どもが遊
べるような小さな水路がありま
す。
　この道は、住民参加による計画
づくりが行われ、平成13年にでき
ました。　

四季の道

■市の人口 （7月31日現在）

総人口 11万2850人
（前月+62）

女 5万8093人
（前月+29）

男 5万4757人
（前月+33）

世帯数 4万7576世帯
（前月+60）

増
転入 558人
出生 83人

その他 10人

減
転出 517人
死亡 70人

その他 2人
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